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１ 背景と目的 
建築と身体が接触しているのは靴を履いた足だけであ

り、建築と触れているのはその足先だけである。しかし、

建築は人の肌にまとわりつくような、触覚的で、皮膚で

感じるもののように思えるときがある。 
人間と建築の間にあり、活動を生む空間のことを余白

と呼ぶが、空間の余白は身体性には関わらないと感じた。

では、身体性に関わった人間と建築の間とはなんだろう

か。我々の身体と近く、触覚的に感じられる最たるもの

は衣服である。衣服的な体験を内包する建築を考えるこ

とで、身体性に迫った空間を創造できるのではないだろ

うか。身体という共通言語を軸にした、身近で普遍性を

持った建築を模索する。 
２ 衣服のような建築 
鷲田清一氏が述べているように、私たちは誰も背中や

後頭部、自分の顔を直接見ることができないため、自分

の身体については常に部分的な経験でしかない。そんな

ばらばらな身体知覚は、ある１つの想像的な「身体像」

を繋ぎ目としたパッチワークにより、了解される。想像

でしかない自分の身体像は脆く、すぐに揺らいでしまう。

衣服を着ることは機能的な保護だけでなく、見えない身

体の輪郭を布地との接触感によって浮かび立たせる。そ

れによって不安定な身体に少しの実感を与えている。 
身体に触れることによっておぼろげな身体感覚を補完

する衣服のような経験を、身体から離れている建築にも

つくり出すことを考える。 
・キネステーゼ 

一般に西洋のファッションにおいて、衣服の形状は

その制作に伴う精巧な仕立てによって決定されること

が多い。しかし、日本のドメスティックブランドの衣

服は、身体を包み込む織物という日本的伝統から引き

出されている。このことが布地と身体のあいだの柔ら

かく有機的な関係性を可能にし、そこで衣服は身体の

運動に反応して絶えず形状を変化させている。つまり、

身体と衣服の間に空隙を設け、身体が動く感じを意図

して生み出している。これによって逆に身体を自覚す

る。哲学者であるフッサールやメルロ＝ポンティはこ

の「動く感じ」を「キネステーゼ」と呼んだ。 

日本のデザインは、西洋ファッションにおいて見ら

れる、フィットした衣服によって拘束される身体では

なく、さまざまな身体運動を考慮に入れている。衣服

は運動におけるキネステーゼ的感覚を喚起し、これら

の衣服の形態は

静的な視覚的表

象としてではな

く、衣服に住ま

う身体によって

絶えず再形成さ

れる動的な存在

である考えられる。 
建築は衣服と異なり、すでに身体との間に隙間を大

きく持っているため条件は異なるのだが、身体と建築

間にあるキネステーゼが働くことでそこに建築との相

互作用が生まれ、建築と身体の一体感（補綴性）を生

むのではないか。 
・オモテ / ウラ / 裏返し 

服の中を内部とする場合、裏返しの服を着た際、身

体は内部なのか外部なのか。外部と内部が同じテクス

チャの R C打放し建築は室内にいながら外部に身を置

いているのか。このように内/外、表/裏の考え方は非

常に曖昧であり、ふとした瞬間に入れ替わる。身体を

包んでいた服のオモテが裏返って、いつもは露出して

おり意識の中心である頭部を包み込み、逆に身体は露

わになる、衣服を脱ぐあの瞬間に感じる感覚に近い違

和感が生じる。 
・斜め 
斜めは移動を意識化させ、人の身体

感覚に訴える構造であると建築家クロ

ード・パラン氏は、述べる。斜めの床

や壁のある建築に包まれると、水平垂

直の空間よりも筋力を使う。また、斜

めの空間は方向感覚を失いやすく、

「斜め」を目で触るように、より意識

的に身体を使うことになるだろう。し

たがって、「斜め」は身体を意識さ

せ、触覚的な空間体験を喚起させると

言えるのではないか。 
 

写真１日本のモードファッション 

図１身体感覚の覚醒 
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３ 設計提案 
本設計では銀座の敷地を３つ選定し、まち宿を設計する。 
・銀座 
銀座は人々で賑わう大通りや江戸情緒を残す裏通り、

それらをつなぐ細い路地が存在する。角を曲がると景色

が一変し、裏と表が反転する瞬間がある。裏返った街は

対象化されず、裏通りや路地は内在的である。 
外だと思っていたものが裏返って、急に内になる。そ

れによって、自分が内と外のどちらに属しているのか分

からない境界線の狭間で宙吊りになっている感覚は衣服

を脱ぐ瞬間のようである。そんな衣服のようにウラとオ

モテがある銀座を縫うように設計することで、より身体

的な体験ができると考えた。 

 
・銀座の空きテナント 
銀座は高級感あるファッション、飲食で日本のトレン

ドを牽引してきた。昼の中央通りを歩いているのはイン

バウンドの来街者ばかりで、日本人をあまり見かけない

ほどであった。しかし、新型コロナウイルスが蔓延して

から、インバウンド客がほぼ 100％失われ、緊急事態によ

って日本人の来街者も激減した。銀座の多くの店舗は極

めて厳しい状況に置かれ、現在では路面で約 1割、空中階

で約 2～3割の物件が空き店舗になっている。 
・銀座のホテル 
銀座には客室数が１００を超える大型のホテルが多く

存在し、その高層階の客室のほとんどが夜景を売りにし

ている。地上の路地とは無縁であり、ウラの存在に気付

かせぬかのように、綺麗なオモテの部分のみを切り取っ

た部屋が箱詰めさせている。 
・アルベルゴ・ディフーゾとまち宿 
「アルベルゴ・ディフーゾ」とは、イタリア語で「分

散したホテル」という意味である。まちの中に点在して

いる空き家をネットワークさせてひとつの宿として活用

し、町をまるごと活性化しようというものである。この

ような取り組みは日本でも地方創生として行われ、

「まち宿」と呼ばれている。まちの中にある日常を最

大のコンテンツとし、利用者には地域固有の宿泊体験

を提供する。この仕組みは、近代以前の日本本来のツ

ーリズムに近いものであり、宿場町では、泊まる場所、

食べる場所、お風呂に入る場所、など様々な要素が集

まって構成され、街道沿いに連続していた。 
都会である銀座で、ウラを縫うようにまち宿をつく

ることは、かつての多様な宿泊体験を現代に呼び戻す

と共に、観光客が知らなかった銀座の重層的な魅力を

伝えるという意義を見出せるのではないかと考える。 
・これからの旅のあり方 

近年、パックの団体旅行よりも個人旅行を好む人々

が多く見られる。実際、観光庁が発表している調査で

は個人旅行はこの２０年ほどで徐々に増えてきている。

これは世界的に見られる傾向であり、旅行者たちの目

的は「観光地をめぐること」ではなくなってきている

ことが推察される。訪れたその地に短期間であるが

「住まう」ことにより、その地の一員となり、文脈を

読み取ることを価値として旅をする人々が増えている

ように思える。 
・まち宿のプログラム 
レセプションや客室がそれぞれ異なるビルに存在して

いる。食事はまちの飲食店、入浴は古くから続く銭湯で

ある「金春湯」や「銀座湯」を利用することを想定する。 
４ 設計手法 
境界線の狭間で宙吊りに

なっている感覚を表と裏の

連続によって誘発させる。

客室までの動線は路地も利

用し、まちのウラとオモテ

を意識させるものとする。

客室内には帯状の壁が室内 
を縦横無尽に巡る。その連続的な壁により、オモテの中

のウラ、ウラなのにオモテが現れ、建築体験の重ね着や

着脱といった衣服のような身体的体験を可能にする。 
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図２ 対象敷地と路地 
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